


　上方文化講座は大阪市立大学文学部が2004年度より開設した特別授業科目です。大阪の地に歴史的に育まれた文化、わけ

ても伝統芸能「文楽」に光をあて、学問的体系のもとに学ぼうとするものです。

　その第一の特色は、文楽界の中核を担う名手、竹本津駒太夫（太夫）・鶴澤清介（三味線）・桐竹勘十郎（人形遣い）の三師

を学外非常勤講師としてお招きし、文学研究科スタッフとの共同作業により授業を組み立てていく点にあります。さらに第二の特

色として、それが文学部の正規の授業科目であるとともに、一般市民にも公開して行われる点を挙げることができましょう。

　大阪市設置の公立大学に相応しい、教育・研究・社会貢献の三者が一体となった事業として、従来の公開講座の類とは一線を

画した内容を有しています。

Ⅰ　文楽案内―人形浄瑠璃舞台・三人遣いなど（久堀裕朗）
Ⅱ　『ひらかな盛衰記』解説（久堀裕朗）
Ⅲ　鐘伝承の諸相（小林直樹）
Ⅳ　明治大正期の木曾義仲像─芥川龍之介「義仲論」など─（奥野久美子）

 Ⅰ　『ひらかな盛衰記』〔四段目〕講読（久堀裕朗）

Ⅱ　箙の梅は紅か白か―漢詩・和歌における「梅」の表現史―（山本真由子）

Ⅲ　『ひらかな盛衰記』──太夫・三味線の芸（竹本津駒太夫・鶴澤清介）

Ⅳ　『ひらかな盛衰記』──太夫・三味線・人形の芸（竹本津駒太夫・鶴澤清介・桐竹勘十郎）

 Ⅰ　蜷川幸雄と文楽―文楽とギリシア悲劇とシェイクスピア（三上雅子）
Ⅱ　近世大坂の芝居町（塚田孝）
Ⅲ　桐竹勘十郎師に聞く──実演をまじえて（桐竹勘十郎）
Ⅳ　文楽の至芸──太夫・三味線・人形、三業一体の舞台
  　　　　　　　　　　　　　　（竹本津駒太夫・鶴澤清介・桐竹勘十郎）

8月26日（金）

8月25日（木）

8月24日（水）

■ これまでに取り上げた作品
　2004年度『曾根崎心中』 2010年度『一谷嫩軍記』 
　2005年度『国性爺合戦』 2011年度『生写朝顔話』
　2006年度『冥途の飛脚』 2012年度『絵本太功記』
　2007年度『菅原伝授手習鑑』 2013年度『壇浦兜軍記』
　2008年度『義経千本桜』 2014年度『本朝廿四孝』
　2009年度『仮名手本忠臣蔵』　 2015年度『奥州安達原』

2004年度・2007年・2008年度分については、講座内容をまとめた『上方文化講座 曾
根崎心中』『上方文化講座 菅原伝授手習鑑』『上方文化講座 義経千本桜』（和泉
書院）が刊行されています。また、昨年度までの授業内容については、上方文化講座
ホームページ（http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/lect/kamigata/）をご覧ください。

上方文化講座2016『ひらかな盛衰記』授業日程

＊なお、各時限のおおよその目安は以下の通りです。
　　Ⅰ・Ⅱ　9:30～12:00　　Ⅲ・Ⅳ　13:00～16:00
＊授業内容および時間割は変更になる場合もありますので、ご了承ください。


